
問
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
国
批
判
を
避

け
ま
し
た
。

中
国
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
強
烈
に

反
発
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

日
本
と
中
国
が
国
交
回
復
し
た
１
９

７
２
年
の
「
日
中
共
同
声
明
」
に
こ

う
あ
る
か
ら
で
す
。

「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国

の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を

承
認
」
し
、
第
３
項
で
「
中
華
人
民

共
和
国
政
府
は
、
台
湾
が
中
華
人
民

共
和
国
の
領
土
の
不
可
分
の
一
部
で

あ
る
こ
と
を
重
ね
て
表
明
す
る
。
」

日
本
政
府
は
、
こ
の
中
華
人
民
共
和

国
政
府
の
立
場
を
十
分
理
解
し
、
尊

重
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
８
項
に
基

づ
く
立
場
を
堅
持
す
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
は
日
本
に
対
す

る
戦
争
賠
償
の
請
求
を
放
棄
（
第
５

項
）
し
た
の
で
す
。

外
交
は
相
手
の
立
場
や
主
張
を
無

視
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
、
相
手
国
を
敵
視
し
て
軍
事
力

を
増
強
す
る
高
市
政
権
は
、
戦
争
を

煽
る
危
険
な
政
権
で
す
。
１
日
も
早

あ
おい

退
陣
こ
そ
が
平
和
を
守
り
、
市
民

生
活
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

台
湾
、
香
港
で
す
。
さ
っ
そ
く
宮
古

島
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
中
止
な
ど
、
団

体
・
個
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

観
光
業
界
は
不
安
を
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
。

日
本
の
輸
出
入
総
額
の
第
１
位
は

長
年
米
国
で
し
た
が
、
２
０
０
７
年

に
中
国
が
ト
ッ
プ
に
な
り
、
米
国
と

の
差
を
広
げ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３

年
は
42
兆
１
８
８
１
億
円
で
全
体
の

20
・
０
％
、
米
国
は
２
位
で
31
兆
８

１
５
６
億
円
、
15
・
１
％
（
税
関
発

表
）
で
す
。
米
国
で
さ
え
、
ト
ラ
ン

プ
関
税
問
題
で
は
中
国
に
押
し
返
さ

れ
ま
し
た
。

安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
と
百
田

尚
樹
氏
（
作
家
、
日
本
保
守
党
代
表
）

の
著
書
、
『
日
本
よ
、
世
界
の
真
ん

中
で
咲
き
誇
れ
』
を
パ
ク
っ
て
、

「
世
界
の
真
ん
中
で
咲
き
誇
る
日
本

外
交
」
と
表
明
す
る
高
市
首
相
は
、

首
相
発
言
の
重
み
を
知
ら
な
い
の
か

と
あ
き
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

頼
み
の
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、

高
市
首
相
発
言
を
受
け
て
中
国
の

剣
在
大
阪
総
領
事
が
「
汚
い
首
は
斬
っ

せ

っ

け

ん

て
や
る
」
と
Ｘ
に
投
稿
し
た
こ
と
を

高
市
早
苗
首
相
は
11
月
７
日
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
、
「
台
湾
有
事
」

は
「
（
中
国
の
）
武
力
行
使
も
伴
う

も
の
で
あ
れ
ば
、
（
日
本
の
）
『
存

立
危
機
事
態
』
に
あ
た
る
」
と
答
弁
。

立
憲
民
主
党
議
員
の
答
弁
撤
回
要
求

も
は
ね
つ
け
ま
し
た
。

中
国
政
府
は
高
市
発
言
に
強
く
反

発
し
て
、
日
本
へ
の
観
光
や
留
学
を

控
え
る
よ
う
注
意
喚
起
、
原
発
事
故

で
停
止
し
て
い
た
日
本
の
海
産
物
輸

入
も
手
続
き
を
一
時
停
止
し
、
実
質

輸
入
停
止
処
分
と
し
ま
し
た
。

日
本
へ
の
観
光
客
は
今
年
９
月
時

点
で
中
国
が
最
多
、
続
い
て
韓
国
、
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究
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
９
年
に
40
年
間
で

30
兆
か
ら
80
兆
円
は
上
回
る
費
用
に
な
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

そ
の
東
電
が
経
営
再
建
の
打
開
策
に
し

て
い
る
の
が
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
で
、

１
基
再
稼
働
す
れ
ば
１
千
億
円
の
収
支
が

改
善
す
る
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

事
故
処
理
費
用
に
は
到
底
追
い
つ
か
な
い

金
額
で
す
。
一
方
、
東
電
は
新
潟
県
に
再

稼
働
後
10
年
で
１
千
億
円
の
資
金
提
供
を

す
る
約
束
を
し
て
い
ま
す
。

国
は
再
稼
働
を
す
る
た
め
に
、
新
潟
県

に
「
ア
メ
」
を
つ
ぎ
込
み
、
避
難
道
路
整

備
の
国
費
負
担
や
避
難
所
の
整
備
、
立
地

す
る
柏
崎
市
内
の
水
素
製
造
実
証
事
業
に

１
４
４
億
円
支
援
す
る
こ
と
も
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

原
発
２
基
を
再
稼
働
す
る
た
め
に
、
ど

れ
だ
け
私
た
ち
の
貴
重
な
税
金
を
つ
ぎ
込

む
の
か
。
本
当
に
許
せ
ま
せ
ん
。

二
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

全
て
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

府
は
で
き
る
だ
け
原
発
依
存
度
を
低
減
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
に

原
発
を
最
大
限
活
用
す
る
と
い
う
方
針
に

大
転
換
。
そ
の
象
徴
で
「
大
き
な
節
目
に

な
る
」
（
経
済
産
業
省
幹
部
）
の
が
、
柏

崎
刈
羽
原
発
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
再
稼
働
を
急
ぐ

の
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
原
発
事
故
の

処
理
費
用
に
苦
し
む
東
電
を
救
済
す
る
た

め
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
処
理
費
用
は
賠
償
や
廃
炉
な
ど
で
、

23
兆
４
千
億
円
（
２
０
２
３
年
12
月
時
点
）

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
経
済
研

新
潟
県
の
花
角
英
世
知
事
は
11
月
21

日
の
記
者
会
見
で
、
東
京
電
力
の
柏
崎

刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
容
認
す
る
と
表

明
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
に
福
島
で

原
発
事
故
を
起
こ
し
た
東
電
に
対
す
る

根
強
い
不
信
や
、
「
再
稼
働
の
条
件
は

整
っ
て
い
な
い
」
と
し
た
６
割
の
県
民

の
声
を
切
り
捨
て
、
政
府
の
原
発
最
大

限
活
用
・
再
稼
働
攻
勢
に
屈
し
た
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

花
角
県
知
事
は
原
発
再
稼
働
容
認
の

判
断
に
つ
い
て
、
来
春
の
知
事
選
で
は

な
く
12
月
の
県
議
会
で
信
任
か
不
信
任

か
を
仰
ぐ
と
し
て
い
ま
す
が
、
議
会
は

53
議
席
中
再
稼
働
容
認
の
自
民
党
が
32

議
席
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
で
は
県
民

に
信
を
問
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

新
潟
県
で
は
県
民
投
票
を
求
め
る
署

名
が
14
万
３
千
人
分
集
め
ら
れ
て
条
例

案
が
直
接
請
求
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会

で
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
稼

働
に
つ
い
て
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

意
思
表
明
で
き
る
県
民
投
票
で
判
断
す

べ
き
で
す
。

福
島
第
一
原
発
は
、
14
年
た
っ
て
も

事
故
処
理
は
全
く
進
ん
で
お
ら
ず
、
未

だ
に
日
本
は
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」

が
続
い
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
後
、
政

週刊新社会を
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＝11月21日、首相官邸前で

全
て
の
原
発
を
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に


